
世
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
仏
身
義
は
諸
経
に
不
説

で
あ
る
と
、
そ
の
超
勝
性
を
叙
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

円
の
三
身
如
来
は
諸
経
に
開
顕
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
寿
量

品
の
仏
こ
そ
、
一
切
の
諸
仏
を
超
越
す
る
絶
対
性
を
具
備
さ
れ
た

仏
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
聖
人
に
お
け
る
天
台
・
妙
楽
の
釈
文
の
引
意
を

探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
が
両
者
の
仏
身
義
・
寿
量
品
仏
義
を

継
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
可
能
に
し
た
と
思

う
。
つ
ま
り
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
寿
量
品
の
仏
と
は
、
久
遠
実

成
に
し
て
三
身
円
満
具
足
の
釈
尊
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
確
認
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
に
聖
人
は
、
諸
宗
か
ら
の
法
華
経
の
教
主

へ
の
論
難
に
対
す
る
立
場
を
明
確
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
諸
宗
本

尊
義
の
誤
謬
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
聖
人
の
仏
身
観
は
、
中
古
天
台
義
か
ら
導
出
さ
れ
る
理

本
覚
的
無
作
三
身
観
で
は
な
く
、
中
国
の
天
台
・
妙
楽
の
仏
身
観

た
る
本
地
三
身
、
円
の
三
身
義
の
系
譜
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を

銘
記
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
も
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
正

統
天
台
・
原
始
天
台
志
向
へ
の
一
面
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
よ

農
ノ
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
大
崎
学
報
』
第
一
二
九
号
所
収

の
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
『
寿
量
品
の
仏
』
に
つ
い
て
」
を

『
観
心
本
尊
抄
』
受
持
譲
与
段
は
我
等
と
五
字
の
必
然
関
係
を

受
持
・
自
然
譲
与
と
い
う
表
現
の
中
で
、
そ
の
本
質
を
定
義
づ
け

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
『
観
心
本
尊
抄
』
は

「
五
字
の
受
持
」
と
い
う
直
裁
的
表
現
を
示
さ
れ
、
そ
の
説
明
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。
第
二
十
番
の
問
文
は
、
凡
心
所
具
の
仏
界
に

つ
い
て
の
会
通
を
糺
し
た
の
に
対
し
、
答
文
は
三
経
四
疏
を
挙
げ

て
自
然
・
具
足
の
義
を
間
接
的
に
示
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
以
下

い
き
な
り
受
持
譲
与
段
へ
と
筆
を
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

「
五
字
」
お
よ
び
「
五
字
の
受
持
」
に
つ
い
て
の
論
理
的
説
明
が

省
略
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
省
略
が
即
ち

『
観
心
本
尊
抄
』
に
い
た
る
諸
遺
文
の
具
足
論
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
問
題
提
起
に
従
っ
て
信
頼
さ
れ
る
諸
遺

文
を
検
討
し
、
『
観
心
本
尊
抄
』
受
持
譲
与
段
に
い
た
る
五
字
超

越
論
・
絶
対
論
を
、
具
足
論
の
課
題
の
も
と
に
考
察
し
て
柔
た
い
。

参
照
さ
れ
た
い
。

日
蓮
聖
人
の
具
足
論庵

谷
行
亨
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『
観
心
本
尊
抄
』
に
い
た
る
諸
遺
文
の
具
足
論
は
ほ
ぼ
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
十
界
互
具
論
、
②
十
界
互
具
妙
法
論
、
③
法
華
経
十
界
互
具

論
、
④
一
念
三
千
根
底
十
界
互
具
、
⑤
一
念
三
千
、
⑥
一
念
三

千
妙
法
論
、
⑦
一
念
三
千
具
足
論
、
③
一
念
三
千
成
仏
論
、
⑨

本
門
一
念
三
千
論
、
⑩
本
門
文
底
一
念
三
千
、
⑪
一
念
三
千
仏

因
論
、
⑫
一
念
三
千
功
徳
論
、
⑬
縦
横
一
念
三
千
、
⑭
妙
字
具

足
論
、
⑮
妙
字
功
徳
論
、
⑯
妙
法
具
足
論
、
⑰
妙
字
受
持
功
徳

論
、
⑬
相
絶
二
妙
論
、
⑲
法
華
経
仏
因
論
、
⑳
法
華
経
超
勝
論

、
法
華
経
具
足
論
、
⑳
法
華
経
功
徳
論
（
成
仏
論
）
、
⑳
法
華

経
一
句
一
偶
具
足
論
、
②
法
華
経
一
句
一
偶
功
徳
論
、
⑳
唱
題

功
徳
論
、
⑳
題
目
具
足
論
、
⑳
聞
名
功
徳
論
、
⑳
仏
種
、
⑳
種

子
一
念
三
千
、
⑳
信
心
浄
土
論
（
仏
国
論
）
、
⑪
信
心
功
徳
論

（
譲
与
論
・
成
仏
論
）
、
⑫
受
難
成
仏
論
、
⑳
凡
身
即
釈
迦
舎

利
論

①
～
③
の
十
界
互
具
論
と
⑤
～
⑦
の
一
念
三
千
論
は
仁
治
か
ら

正
元
年
間
に
か
け
て
の
、
比
較
的
初
期
的
段
階
の
遺
文
に
ふ
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
台
家
の
教
理
の
中
で
法
華
教
学
を
披
瀝
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
れ
が
法
華
・
真
言
あ
る
い
は
法
華
・
浬
藥
等
の
超
勝
性

の
論
証
を
目
的
と
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
や
が
て

文
永
八
年
以
降
の
聖
人
教
学
を
形
成
す
る
重
要
な
論
理
的
基
盤
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
④
お
よ
び
③
～
⑬
に
至

る
十
界
互
具
を
根
底
と
し
た
本
門
一
念
三
千
論
の
展
開
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
本
門
一
念
三
千
へ
至
る
過
程
の
中
に
、
法
華
経
具
足

論
・
法
華
経
功
徳
論
と
関
連
し
つ
つ
本
門
思
想
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
聖
人
の
本
門
思
想
は
文
永
二
年
の
『
薬
王
品
得

意
妙
』
あ
た
り
か
ら
、
同
七
年
系
年
の
『
小
乗
小
仏
要
文
』
、
同

八
年
の
『
十
章
抄
』
、
同
九
年
の
『
開
目
抄
』
に
か
け
て
確
立
す

る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
台
家
の
教
理
で
あ
る
十
界

互
具
・
一
念
三
千
論
が
、
特
に
文
永
八
年
以
降
の
段
階
に
お
い
て

迩
門
・
理
と
規
定
さ
れ
る
の
と
相
俟
っ
て
、
聖
人
独
自
の
教
学
が

本
門
十
界
互
具
一
念
三
千
と
し
て
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
中

で
も
文
永
九
年
の
『
開
目
抄
』
は
『
観
心
本
尊
抄
』
教
学
に
最
も

接
近
し
、
前
述
の
如
き
意
味
に
お
い
て
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
論

理
の
飛
躍
を
援
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
④
一
念
三

千
根
底
十
界
互
具
及
び
⑩
本
門
文
底
一
念
三
千
は
そ
の
最
も
よ
い

例
と
い
え
よ
う
。

⑭
と
⑮
は
「
妙
」
に
具
足
の
義
を
認
め
、
そ
の
ゆ
え
に
功
徳
の

絶
大
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
妙
字
の
意
味
内
容
に

つ
い
て
は
諸
遺
文
に
お
い
て
天
台
・
章
安
・
妙
楽
等
の
釈
に
よ
っ

て
、
開
・
薩
・
具
・
円
満
・
蘇
生
・
絶
と
釈
さ
れ
、
こ
れ
が
『
開

目
抄
』
に
お
い
て
、
薩
即
具
足
・
沙
即
六
・
六
即
具
足
・
薩
即
沙
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・
薩
即
六
・
薩
即
正
・
正
即
妙
・
妙
即
具
足
・
六
即
六
度
万
行
・

具
即
十
界
互
具
・
足
即
満
足
と
集
中
的
に
表
記
さ
れ
る
に
い
た

る
。
⑯
～
⑬
も
こ
の
よ
う
な
妙
字
具
足
論
の
展
開
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
。

⑲
～
⑳
は
法
華
経
超
勝
の
論
証
と
そ
れ
に
必
然
的
に
と
も
な
う

法
華
経
功
徳
の
甚
大
さ
を
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

⑳
。
＠
・
＠
は
法
華
経
功
徳
論
の
一
環
に
あ
り
つ
つ
、
⑭
～
⑰

と
と
も
に
⑳
．
⑳
の
題
目
具
足
論
・
唱
題
功
徳
論
を
導
出
す
る
重

要
な
役
割
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
⑭
～
⑳
及
び
⑳
は

陀
羅
尼
品
等
の
経
証
と
共
に
、
五
字
・
七
字
の
具
足
義
の
論
証
と

功
徳
の
超
絶
を
証
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
唱
題
の
問
題
は
正

元
年
間
か
ら
ゑ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
妙
字
功

徳
論
・
妙
字
具
足
論
は
す
で
に
題
目
功
徳
・
唱
題
論
証
の
伏
線
と

な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑳
仏
種
は
、
『
開
目
抄
』
に
至
る
ま
で
は
お
も
に
誇
法
・
三
毒

・
五
逆
等
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
、
仏
か
ら
の
能
動
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
衆
生
の
悪
業
・
悪
行
に
備
わ
る
と
い
う
凡
夫
救
済
の

論
理
と
な
っ
て
い
る
。
十
界
互
具
・
一
念
三
千
が
教
理
の
展
開
と

し
て
、
珠
・
成
仏
と
い
う
救
済
論
と
な
り
、
法
華
経
・
題
目
が
超

越
性
や
具
足
義
に
立
脚
し
、
功
徳
甚
大
を
証
す
こ
と
に
よ
っ
て
救

済
論
を
示
す
に
対
し
、
仏
種
は
逆
説
的
論
理
を
も
っ
て
直
接
罪
悪

日
蓮
聖
人
と
法
然
上
人
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
の
考
察
は
、

既
に
多
く
の
諸
先
師
に
よ
っ
て
試
承
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
一
般
に
、
鎌
倉
仏
教
と
呼
称
さ
れ
る
時
代
的
特
徴
の
一
つ
を

●
●
●
●

挙
げ
れ
ば
、
諸
宗
の
祖
師
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
末
法
認
識
及
び
そ
の

●
●
●
●
●
●

仏
教
的
超
克
の
種
を
相
が
、
こ
の
新
仏
教
形
成
の
背
景
に
有
っ
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
日
蓮
聖
人
と
法
然
上
人
と
が

深
入
の
衆
生
に
救
済
の
道
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
至
る
ま
で
の
聖
人
の
具
足
論
の
概

観
を
述
べ
た
。
概
し
て
、
①
～
⑬
は
教
と
仏
と
の
論
理
的
関
連
に

お
い
て
五
字
と
仏
界
の
絶
対
価
値
が
証
さ
れ
る
。
⑭
～
⑳
と
⑳
．

⑳
・
⑳
は
教
の
功
徳
の
超
越
性
と
絶
対
性
が
証
さ
れ
、
こ
こ
か
ら

五
字
が
導
出
さ
れ
る
。
＠
．
＠
と
⑳
～
＠
は
、
信
仰
者
が
絶
対
的

功
徳
体
で
あ
る
五
字
を
い
か
に
主
体
的
に
受
け
と
め
る
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
か
く
し
て
五
字
の
超
越
性
・
絶
対
性
の
論
証
と
信

の
必
要
性
が
論
証
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

覚
知
道
と
還
愚
道

本
間
裕
史
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